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水田転作畑における子実用トウモロコシ生産技術の確立(Ⅱ) 

 

山本 竜也・田辺 勉 

 

 

 

要 約 県内の水田転作畑において、子実用トウモロコシの栽培試験を行い、単収増加に向け

た栽培方法の検討を行った。県奨励品種である「ゆめそだち」をサイレージ用トウモロコシの

適性密度で栽培した慣行区と、耐倒伏性の向上を目指した疎植区の2区を設け、生育及び収量

性の比較を行った。その結果、疎植区では稈径が大きくなる傾向が見られたが、耐倒伏性の向

上は見られなかった。また、収量調査の結果、慣行区で高い単収を示し、サイレージ用トウモ

ロコシの適性密度が子実用トウモロコシ栽培においても利用できることが示唆された。アワノ

メイガ等による虫害や倒伏はいずれも疎植区で多く、播種時の播きムラが要因となり台風によ

る強風の影響を受けやすくなったと考えられる。その結果として、雌穂が落下し、収穫機とし

て利用した汎用コンバインでは拾うことができず、大幅な収量減少につながった。今後の課題

として、虫害の影響を受けにくい播種時期や倒伏による雌穂の落下を防ぐ栽培体系を確立する

必要がある。 
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緒  言 

  

日本国内における飼料自給率は平成29年度

で26％、特に濃厚飼料中の飼料自給率は13％

と大変低い値で推移しており1）、国内畜産業

は輸入飼料に大きく依存しているのが現状で

ある。このような状況な中で近年、北海道や

東北地方等の寒冷地域を中心に子実用トウモ

ロコシの国内栽培が拡大し、北関東から九州

までの広い地域で試験的な栽培がなされ始め

ている2）。 

子実用トウモロコシは濃厚飼料の主原料で

あり、また転作作物としての利用も期待され

ている。県内の水田における栽培体系は水

稲、麦、大豆又はソバの2年3作が主体となっ

ており、新たな転作作物の選択肢となる可能

性がある。また、農業就業者の高齢化や減少

が進む我が県において、他の作物よりも労働

時間が短く3）4）、省力的な作物としても利用

価値は大きいと考えられる。 

平成29年度に行った水田転作畑における栽

培試験では、虫害や倒伏による減収が問題と

なり、充分な単収を得ることができなかった
5）。このため、本試験では、栽植密度の変化

による虫害、倒伏性への影響を確認するとと

もに、収量性向上に向けた栽培方法の検討を

行った。 

 

材料および方法 

 

１ 供試品種 

 福井県飼料作物栽培技術指針（平成 30 年）

において、県奨励品種に指定されている飼料用

トウモロコシ「ゆめそだち」を用いた。この品

種は、中生品種（RM125）で耐倒伏性に優れて

おり、雌穂重割合が高く、高い子実収量が期待

できる品種として選抜した。また、過去の水田

転作畑での栽培試験において安定した収量を

示した 5）。 

 

２ 栽培方法 

（1）作付面積 40a 

 試験圃において、6 月 3 日にオオムギ収穫後、

麦藁を畑中へすき込み、その後、堆肥（3.2t/10a）
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を散布し、湿害対策として弾丸暗渠（計 24 本）

や溝切り（計 15 本）を行った。 

 

（2）播種  

播種日  平成 30 年 6 月 8 日 

栽植密度 6,300 本/10a(以下、慣行区と記載) 

     4,800 本/10a(以下、疎植区と記載) 

  播種方法 耕うん同時畝立て播種（条播） 

 

（3）施肥方法 

 湿害対策効果のある肥効調節型肥料を利用

した 6）。 

 

 

 

（4）防除 

 除草剤 

 6 月 9 日  

ラッソー乳剤 250 倍希釈 100L/10a 

 6 月 29 日   

ワンホープ乳剤 400 倍希釈 100L/10a   

  

 殺虫剤 

 6 月 29 日 ダイアジノン 6.5kg/10a 

  7 月 22・8 月 10 日  

 パダン SG 1000 倍希釈 167L/10a 

 

（5）収穫 

 収穫日：平成 30 年 10 月 17 日 

子実の水分量を測定し、30％程度となった

時点を収穫目安とした。収穫作業は汎用コン

バインに子実用トウモロコシ収穫キットを装

着して行った。収穫後は水分量約15％になる

まで乾燥し、フレコンバックに入れて保存し

た。収穫した子実には夾雑物が混入していた

ため、子実と夾雑物の比率を測定して、差し

引いたものを子実重とした（図5）。 

 

 

結果 

 

１ 生育性 

 

7月5日の生育調査において、区間による発

芽の良否に大きな違いは見られず、高い発芽

率であった。しかし、疎植区の一部で湿害の

影響とみられる初期生育障害が見られ周囲と

比較し伸長が悪く、稈径も細かった。 

9月14日の調査において、稈長は慣行区で

266.7㎝、疎植区で245.9㎝であった（図1）。

また、稈径は慣行区で20.1㎝、疎植区で21.5㎝

であった（図2）。 

 

２ 収量性 

 

10月9日の調査において、単位面積当たりの

雌穂数は慣行区で4.3本/㎡、疎植区で2.7本/㎡

であった（図3）。また、雌穂当たり子実重は

慣行区で178.7g/本、疎植区で206.9g/本であっ

た（図4）。水分含量を15％迄乾燥後の単収

は、慣行区で320.1㎏/10a、疎植区で268.6㎏

/10aとなり、慣行区の方が高い単収を示した

(図5)。 

 

 

使用肥料 
施肥量（kg/10a） 

N P K 

エムコート 489 14.4 4.8 5.2 

表1 試験区の施肥量 
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３ 害虫及び倒伏 

 

7月19日に両区において、アワノメイガの 

卵が確認された。しかし食害の痕跡は見られ

なかった。 

 8月22日に両区において、雌穂への食害が確

認され、区間における差異は見られなかっ

た。また、台風による強風で食害の多い所に 

落下が顕著に見られ、疎植区で特に多く見ら

れた（図6）。 

倒伏においても、台風による影響で顕著に

見られた。特に疎植区で多く確認された（図

7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 生産性 

 

子実トウモロコシの栽培に際して、作業時

間は、6.3 h/10aであった（表2）。全体的に作

業時間は長く、特に湿害対策や農薬散布に時

間を要した。 

 

 

考  察 

生育性において、発芽の良否に違いは見ら

れなかった。しかし、7月5日の時点で疎植区

の一部に湿害が確認された。湿害は、発芽や

生育初期の段階で起こり、発芽不良や生育の

遅延の原因となり、収量の減少を招く6),7)。ほ

作業内容 作業時間（h/10a） 

堆肥・肥料散布 0.9 

暗渠・溝切 1.2 

耕起・播種 1.2 

農薬散布 2.1 

収穫 0.9 

合計 6.3 
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図5 子実重（水分15％） 

図6 虫害による折損率 

図7 倒伏率 

表2 単位面積当たりの作業時間 

図3 雌穂数 
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場内で湿害の見られた箇所は、道路に沿った

畝に集中していた。ほ場の縁であるため耕起

等の効果が薄く、また水田転作畑の粘土質な

土壌8)であったために排水までに時間を要した

と考えられる。窒素肥料を散布することで成

育不良を軽減できると報告されている9）。ま

た、早晩性の違いは湿害の程度に影響し、早

生品種よりも湿害発生後に収穫までの回復期

間が長い中生・晩生品種の方が有利であると

されており10)、中生品種であるゆめそだちの

生育には大きく影響しなかった可能性も考え

られる。 

収量性は、慣行区で高い収量を示した（図

5）。雌穂当たりの子実重は疎植区の方が高か

ったが、単位面積当たりの雌穂数は慣行区の

方が高かった（図3、図4）。慣行区はサイレ

ージ用トウモロコシで推奨されている栽植密

度を利用しており、水田転作畑において子実

用トウモロコシを栽培する際にもサイレージ

用トウモロコシの栽植密度が利用できる可能

性が示唆された。また、トウモロコシは他の

畑作物と比較して雑草競争力が高く、栽植密

度を高めることで減収率を抑える効果がある

と報告されている11）。 

 収穫物中より多くの夾雑物が確認された。

夾雑物は芯や茎が主であり、除去方法の検討

が必要である。夾雑物の混入は不十分な乾燥

により重量が高くコンバインより排出されな

い場合に見られた。また、日本海側に位置す

る福井県は、収穫期にも降水量が比較的多

く、収穫のタイミングが難しい。そのため、

茎葉が少ない品種や子実の乾燥速度が速い品

種の選定が必要である12）。 

本試験では、アワノメイガやアワヨトウに

よる虫害が多く確認された（図6）。要因とし

ては、まず1つに動力噴霧器による薬剤散布で

は播きムラが出てしまうことが考えられる。

散布時期である雄穂出穂期には草丈が3m近く

に生育しているため、ズームスプレーヤーに

よる散布は難しい。また、空中散布が可能な

薬剤や生物農薬13）など他の防除方法も現時点

では確認されていない。 

2つ目に薬剤の散布回数が足りていない可能

性が挙げられる。現在子実用トウモロコシに

使用可能な薬剤は少ない。また、地域によっ

てアワノメイガの発生回数は異なり14）、同一

薬剤の使用回数にも上限があるため害虫の発

生回数に対応できていない可能性がある。 

また、よく繁茂したトウモロコシでは産卵

数が多く見られる15）と報告されており、疎植

にすることで被害を抑えることができないか

と考えたが、本試験で慣行区と変化は見られ

なかった。 

本試験で見られた虫害による収量減少の原

因は二つに分けることができる。一つは雌穂

への侵入による直接要因である。慣行区、疎

植区ともに調査したすべての雌穂には幼虫が

侵入していた。雌穂上部を中心に被害を受け

ており、これによって子実収量が減少したと

考えられる。また、雌穂に被害を受けた場合

には、雌穂を腐敗させる赤カビ病菌の侵入・

病害発生を助長するため16）、注意が必要であ

る。 

もう一つは茎内への侵入による間接要因が

挙げられる。茎内に侵入することで内部が空

洞となり、折損のリスクが高まった。その

後、本試験時には台風が3度通過したために、

強風に煽られ、多くの株で折損や倒伏が見ら

れた。折損した株には、かろうじて垂れ下が

っているものと雌穂ごと地表に落下している

ものが見られた。収穫時には汎用コンバイン

に装着した子実トウモロコシ用収穫キットの

ヘッドディバイダよりも下部に位置する雌穂

は収穫できない。このため、収穫前に落下し

たものや倒伏・折損により下部に位置する雌

穂はすべて収量減少の要因となっている。 

倒伏は慣行区、疎植区ともに確認された

（図7）。疎植区は耐倒伏性向上を想定して栽

培を行い、稈茎は慣行区と比較して太くなっ

ていた（図2）。しかし、疎植区のほうが倒伏

した株は多く、耐倒伏性の向上を確認するこ

とはできなかった。理由としては、疎植区で

のみ播種時に播きムラができたことが挙げら

れる。今回、播種には大豆用播種機を利用し

たため、種詰まりが起こることがあり、大き

く株間が空いてしまった空間を中心に倒伏や

折損が顕著に見られた。このような結果か

ら、子実用トウモロコシの栽培に際して大豆
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用播種機は利用できるとされているが、台風

や虫害の多い地域では収量減少のリスクを伴

うと考えられる。 

子実用トウモロコシの栽培に要した作業時

間は 6.3h/10a であった（表 2）。本試験は栽培

面積 40a で行ったため作業能率が低く、また薬

剤の散布回数が多く、さらに大型機械を利用で

きなかったことが作業時間を長くした理由と

して挙げられる。 
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Establishment of the cultivation technology of 

Maize (Zea mays L.) in rice field as part of crop change (Ⅱ) 

 

 

Tatsuya YAMAMOTO and Tsutomu TANABE 

Fukui Prefectural Livestock Experiment Station 

 

Abstract 

 

The aim of this study was to gain insight into the cultivation method have more yield of maize in rice 

field as part of crop change. The growing test was carried out to recommended variety of dent corn of 

Fukui prefecture; Yumesodachi. Two types of planting density were examined; method1 was standard 

density to use as a green forage, and method2 was low density aim to promote resistance of lodging. 

Comparison of planting density shaved that method1 tended to yield higher than method2. From this 

findings, Suitable seeding density of maize cultivation is much the same as that of green forage. Method2 

didn’t promote resistance of lodging however caulome tended to wide. Further, there were more insect 

damages and lodgings in method2. So method2 was influenced by strong wind of typhoon because of 

irregular dissemination. It lets to a significant decrease in yield because ordinary combine couldn’t pick 

up Ears that had been fallen by typhoon. Future issues are to determine sowing time that less effected by 

insect and to establish cultivation system that prevent falling ears by lodging.  

 

Keyword:concentrated feed,maize,rice field,lodging,insect damage 


